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１．緒言 
 近年、ダイオキシン類や有機塩素化合物、さらに内分泌攪乱化学物質(いわゆる
環境ホルモン)等、微量有害化学物質による環境汚染問題が切実な社会問題になっ
ており、その対応を迫られている。簡便でクリーンな分解浄化技術の開発が求め
られている中、超音波分解法は実用化に向けて研究が進められている。水に超音
波を照射することで生じたキャビテーション気泡は、断熱圧縮により圧壊時に数
千度、数百気圧の極限場になる。また、気泡内で生じたOHラジカルによる反応も
同時に起こる。これらの条件により溶存した難分解性物質を分解することが可能
である。本研究では、環境ホルモンを始めとする有害化学物質について超音波分
解を行った。溶存ガスやOHラジカル捕捉剤による効果を調べることにより、分解
メカニズムを解明することを研究目的とした。 
２．実験 
 分解対象物として、ビスフェノールA(BPA)、p-クロロフェノール(p-CP)を用い
た。超音波は周波数200kHz(200W)または500kHz(120W)で、水温は20℃の一定に保
った。初期濃度は50mg/Lとし、溶存ガス置換については、BPAはアルゴン、酸素、
空気、p-CPはさらにクリプトン、窒素の比較を行った。また、OHラジカル捕捉剤
として、BPAにおいてtert-ブタノール(t-BuOH)、エタノール(EtOH)を添加した効
果を比較した。分解速度の測定としては、一定間隔でサンプリングを行い、HPLC
にて基質の分解量の経時変化を調べた。 
３．結果及び考察 
図1にBPAの分解結果を示す。分解速度は酸素下で最も速く、アルゴン下で最も
遅い結果が得られた。気泡内の熱分解は気体の比熱比に比例するので、比熱比の
最も大きいアルゴン下で熱分解は最も多く起こる。これに反して酸素下で最も速
い分解速度が得られたのは、酸素下でOHラジカルが多く生成されることが原因で
あると考えられる。溶媒にOHラジカル捕捉剤であるt-BuOHを添加したときのBPA
の分解結果を図2に示す。どの溶存ガス下でも分解は大きく抑制され、またアルゴ
ン下で最も速い分解となった。これはt-BuOHの添加によりOHラジカルが捕捉され、
気泡内での熱分解によって分解されたからであると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図1 BPAの超音波分解       図2 t-BuOH添加のBPAの超音波分解 
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